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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
ま
で
の
経
緯

　

２
０
０
４
年
、植
村
裕
之
社
長（
当
時
）

の「
当
社
は
紙
を
大
量
に
消
費
す
る
。紙

の
元
に
な
る
木
を
植
え
て
地
球
に
恩
返
し

を
し
よ
う
」と
い
う
掛
け
声
の
下
、熱
帯
林

の
再
生
を
検
討
。住
友
林
業
株
式
会
社
か

ら
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府（
林
業
省
）が「
森

林
回
復
の
国
民
運
動
」を
展
開
し
て
い
る
と

の
情
報
を
得
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
共

同
で
、パ
リ
ヤ
ン
野
生
動
物
保
護
林
の
再
生

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

約
30
万
本
を
植
樹
し
た
第
１
期

（
２
０
０
５
年
５
月
〜
２
０
１
１
年
３
月
）

　

ジ
ャ
ワ
島
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
に

あ
る
パ
リ
ヤ
ン
野
生
動
物
保
護
林
は
、地

元
住
民
の
不
法
伐
採
に
よ
り
荒
廃
。そ
こ

で
、第
１
期
は
３
５
０
ha（
東
京
ド
ー
ム
70

個
分
）に
、30
種・約
30
万
本
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。果
樹
な
ど
も
併
せ
て
植
樹

し
地
元
住
民
が
果
実
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
と

連
携
し
て
生
態
系
の
回
復
を
確
認
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、地
元

小
学
生
に
森
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
環
境
教
育
も
行
って
い
ま
す
。

森
林
再
生
と
地
域
社
会
の
持
続
的
な

形
成
の
第
２
期

（
２
０
１
１
年
４
月
〜
２
０
１
６
年
３
月
）

　

不
法
伐
採
に
よ
り
荒
廃
し
た
と
い
う
経

小学校教師に対する環境教育環境コミュニケーションスペース「ECOM駿河台」 トウガラシの栽培を中心に農業指導 パリヤン野生動物保護林の目指す姿

植林地をトレッキング。写真はパリヤン
野生動物保護林にある展望台で、後ろ
にプロジェクトを示す看板が見える三井住友海上

日本を代表する損保会社の一つ、三井住友海上火災保険株式会社。
同社には、これまでに寄付を通じて地球環境基金を支援していただいています。
「インドネシア熱帯林再生プロジェクト」を中心に
三井住友海上の環境への取り組みについてご紹介します。

三
井
住
友
海
上
の

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

環
境
へ
の
取
り
組
み
は

損
害
保
険
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

N P O を 支 え る 方 々
サポーターインタビュー

緯
を
踏
ま
え
、第
２
期
は
、不
法
伐
採
の

再
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
地
元
農
民
の
経
済

的
自
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、農

業
技
術
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。40
名

の
住
民
が
参
加
し
、ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
栽
培
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た

結
果
、収
入
が
大
幅
に
向
上
。彼
ら
は
組

合
を
設
立
す
る
な
ど
、自
立
化
の
取
り
組

み
を
加
速
化
さ
せ
、２
０
１
５
年
２
月
に
は

正
式
に
県
の
協
同
組
合
と
し
て
認
可
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、第
２
期
は
環
境
教
育
の

対
象
を
小
学
生
か
ら
小
学
校
の
教
師
に
変

更
。教
師
への
環
境
教
育
に
よ
り
教
育
効
果

の
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。産
官
学
が

連
携
し
た
本
プ
ロ
ジェク
ト
は
、「
森
林
修
復

の
お
手
本
」と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
社
員
へ
の
啓
発

　

自
社
の
活
動
を
社
員
が
ど
こ
ま
で
理
解

し
て
い
る
か
。こ
れ
は
多
く
の
企
業
が
抱
え

る
課
題
で
す
が
、同
社
で
も「
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
な
の
に
、知
ら
れ
て
お
ら
ず
残

念
」と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
社
員
な
ど
を
対
象
と

し
た
現
地
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
。初
年
度

は
31
名
、2
回
目
と
な
る
今
年
度
も
21
名

が
参
加
し
、関
係
者
と
の
交
流
や
植
林
、農

業
、植
林
地
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
現
地
に
行
っ

た
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
た
」「
長
期
的
な
取

り
組
み
の
大
切
さ
を
知
っ
た
」と
いっ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が

体
験
を
職
場
に
持
ち
帰
り
、同
僚
に
伝
え

る
こ
と
も
大
切
な
啓
発
活
動
の
一つ
で
す
。

　

三
井
住
友
海
上
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援

す
る
際
に
は
、資
金
援
助
だ
け
で
は
な
く
、

「
協
働
」を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。例
え

ば
、同
社
が
属
す
る
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
シ
ュラ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
は
全
国
10
エ
リ
ア
で
水
辺
の

環
境
保
全
活
動「
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ラ
ム
サ
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
４
年
度
は
社
員
と
そ
の

家
族
１
６
０
０
名
余
り
が
参

加
。各
エ
リ
ア
で
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
指
導
を
仰
ぎ
、オ
オ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
の
除
去（
ウ
ト
ナ
イ
湖
）

や
ヨ
シ
刈
り（
蕪
栗
沼
・
谷
津

干
潟
）、外
来
魚
釣
り（
琵
琶

湖
）、ア
オ
サ
の
除
去（
和
白
干

潟
）と
いっ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
５
月
、三
井
住
友
海
上
駿

河
台
新
館
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、敷
地
内
に
地

域
に
開
か
れ
た
環
境
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ス

ペ
ー
ス「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
駿
河
台
」が
誕
生
し
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
催

で
、小
学
生
を
対
象
と
し
た「
緑
の
こ
ど
も

ア
ト
リ
エ
」や「
生
き
も
の
さ
が
し
自
然
塾
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、本
社
が
あ
る
駿
河
台
ビ
ル

の
低
層
階
に
は
、生
物
多
様
性
に
配
慮
し

た
屋
上
庭
園
が
あ
り
、皇
居
と
上
野
公
園

を
つ
な
ぐ
エコ
ロ
ジ
カ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
。こ
こ
に
は
近
隣
住
民
に
貸
し
出
さ
れ
て

い
る
菜
園
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、企
業
の
施
設

な
が
ら
ユニ
ー
ク
な
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　

保
険
で
で
き
る
エコ「Green Pow

er 

サ

ポ
ー
タ
ー
」を
ご
存
じ
で
す
か
。こ
れ
は
紙

の
使
用
量
を
削
減
す
る「ｅｃｏ
保
険
証
券・

Ｗｅ
ｂ
約
款
」「
電
子
契
約
手
続
き
」、環
境

に
や
さ
し
い
自
動
車
修
理
を
行
う「
リ
サ

イ
ク
ル
部
品
活
用
」、Ｃ
Ｏ
２
や
有
害
物
質
の

排
出
を
削
減
す
る「
エ
コ
整
備・エ
コ
車
検
」

の
達
成
度
に
応
じ
て
環
境
保
全
活
動
な
ど

へ
寄
付
す
る
同
社
の
制
度
で
す
。契
約
者

が
こ
れ
ら
を
利
用
す
れ
ば
、そ
の
分
が
寄
付

さ
れ
、地
球
環
境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
球
環
境
基
金
へ
の
ご
寄
付
も
、こ
う
し
た

取
り
組
み
の
成
果
と
の
こ
と
。

　

秋
葉
勝
敏
さ
ん
は「
お
客
さ
ま
の
協
力

を
得
て
、『
保
険
で
で
き
る
エ
コ
』の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
が
地
球
環
境

基
金
な
ど
の
基
盤
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

三井住友海上火災保険株式会社 
総務部地球環境・社会貢献室 次長

お話を伺った秋葉勝敏さん

緑がよみがえったパリヤン野生動物保護林

植林前（2005年10月） 植林後（2015年1月）

インドネシア

ジャカルタ
ジョグジャカルタ

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
で

地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献

都
心
の
環
境
情
報
発
信
拠
点

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
駿
河
台

地
球
環
境
基
金
に
望
む
こ
と

＊写真提供：三井住友海上火災保険株式会社

パリヤン野生動物保護林は、ジョグジャカルタ市内から
車で約1時間のところにある

ツアーメンバーと三井住友海上の現地法人が
小学校を訪問し、交流会を開催




